
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動無線通信ネットワークから移動局に圧縮モードパラメータを信号送信する方法であ
って、前記移動局により実行される無線測定のための測定制御パラメータと共に前記圧縮
モードパラメータを含む信号送信メッセージを、前記ネットワークから前記移動局へ送信
し、前記信号送信メッセージは、

測定制御メッセージである、方法。
【請求項２】
　前記測定制御パラメータは、実行すべき無線測定のタイプが、周波数内タイプの測定、
周波数間タイプの測定、またはシステム間タイプの測定であるかどうかを示す、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　移動局により実行される無線測定のための測定制御パラメータと圧縮モードパラメータ
を含む信号送信メッセージを移動局に送信するように構成され、前記信号送信メッセージ
は、 測定制
御メッセージである、移動無線通信ネットワーク装置。
【請求項４】
　前記測定制御パラメータは、移動局により実行すべき無線測定のタイプが、周波数内タ
イプの測定、周波数間タイプの測定、またはシステム間タイプの測定であるかどうかを示
す、請求項３に記載のネットワーク装置。
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【請求項５】
　移動無線通信ネットワークによって送信される信号送信メッセージ中の圧縮モードパラ
メータを受信するように構成された移動局であって、信号送信メッセージが移動局により
実行される無線測定のための測定制御パラメータを含み、前記信号送信メッセージは、

測定制御メッ
セージである、移動局。
【請求項６】
　前記信号送信メッセージが、移動局により実行すべき無線測定のタイプが、周波数内タ
イプの測定、周波数間タイプの測定、またはシステム間タイプの測定であるかどうかを示
す、請求項５に記載の移動局。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、概して移動無線通信システムに関し、特に符号分割多重アクセス方式（ＣＤＭ
Ａ）システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＣＤＭＡ技術は、特に、移動通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）のような第二世代シス
テムと呼ばれるシステムにより現在提供されているよりも、高速のデータ速度でサービス
を提供する汎用移動通信システム（ＵＭＴＳ）のような第三世代システムと呼ばれるシス
テムに使用される。
【０００３】
概して、図１に概略を描いたように、移動無線通信システムはそれ自体が基地局（ＵＭＴ
Ｓにおいては「Ｂノード」とも呼ばれている）を有する無線アクセスの部分システム、お
よび基地局を制御するための設備（ＵＭＴＳにおいては無線ネットワーク制御装置（ＲＮ
Ｃ）と呼ばれる）を含んでいる。ＢノードとＲＮＣにより構成されるこのシステムはＵＭ
ＴＳ地上無線通信アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ）として知られている。このＵＴＲ
ＡＮは第１に移動局（ユーザ装置（ＵＥ）とも呼ばれる）と通信し、第２にネットワーク
および交換機部分システム（図示せず）と通信する。
【０００４】
概して、このようなシステムはセルラ構造であり、セルからセルへとユーザが移動すると
きに呼を転送するために「ハンドオーバ」技術が提供されている。加えて、従来使用され
ている技術はモバイルアシスト型ハンドオーバ技術（ＭＡＨＯ）であって、移動局が、サ
ービス提供しているセルに隣接するセルにより放送された、制御チャンネルの無線測定を
実行し、無線測定結果をネットワークに報告し、それによりネットワークがハンドオーバ
に関する決定をすることを容易にする。
【０００５】
ＣＤＭＡシステムにおいて共通に使用される別の技術は、移動局が複数の基地局に同時に
接続されるマクロダイバーシティまたは「ソフトハンドオーバ」伝送技術である。異なる
基地局から移動局が（特に「ｒａｋｅ」型受信機手段により）受信するさまざまな信号を
処理および組み合わせるための適切な技術によって、受信性能が向上し、移動局がある瞬
間に、唯一の基地局に接続される「ハード」ハンドオーバ技術とは違ってハンドオーバの
間に呼が見失われる危険性を最小にすることが出来る。
【０００６】
移動局が移動している間に、ソフトハンドオーバにより接続されている移動局のセルのセ
ット（能動セットとも称する）に新しいセルが追加されると、移動局が無線測定（隣接セ
ルとも呼ばれる）を実行するために必要とするセルのリストが変化する可能性がある。あ
るケースでは、移動局は現在前記能動セットによって現在の呼のために使用されている周
波数とは違った周波数で無線測定を実行するよう要求されることもありうる。
【０００７】
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移動局に対して現在使用中の通信周波数と異なる周波数で無線測定を実行するよう要求さ
れうる状況の例は、ＵＭＴＳのようなシステムが２つのタイプのセル、すなわち広帯域Ｃ
ＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）を使用する第１の周波数帯域で動作する周波数領域デュープレク
ス（ＦＤＤ）タイプのセル、および時間分割ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＣＤＭＡ）を使用する第２
の周波数帯域で動作する時間領域デュープレクス（ＴＤＤ）のセルを含んでいるような環
境に対応するものである。
【０００８】
また別の例は、システムが２つのタイプのセル、とりわけＧＳＭセルとＵＭＴＳセルを含
んでいるケースに対応するものであり、ＧＭＳシステムに対応する現存する基盤において
しだいにＵＭＴＳセルが導入されている。
【０００９】
また別の例は、ＣＤＭＡシステムがセルにおけるトラフィック密度の関数として各セルに
対して異なる数のキャリヤ周波数を割り当てているケースに対応するものである。
【００１０】
また別の例は、ＣＤＭＡシステムが多層構造（マクロセル、ミクロセル、またはまったく
のピコセルから成る）を有し、個々の層に異なるキャリヤ周波数が割り当てられているケ
ースに対応するものである。
【００１１】
ＣＤＭＡシステムにおいて、「接続」モード（すなわち、専用物理チャンネルを使用して
いる）と呼ばれる状態にある現在の呼に使用中の周波数以外の周波数で移動局が無線測定
を実行することを可能にするために、「圧縮」伝送モードを使用することが知られており
、「伝送ギャップ」として知られる所定の時間間隔の間だけダウンリンクの伝送を中止し
、２つの移動局が前記測定を実行することを可能とし、前記時間間隔以外では、データ速
度を上昇させて、前記伝送ギャップの補償をする。このことは、送信情報がフレームとし
て構築されるケースに適用するものとして図２に概略化してあり、（例えばＴ１のような
）圧縮フレームと（例えばＴ２のような）非圧縮フレームを含んでいる連続したフレーム
の列で示されている。データ速度を、例えば長さを短縮した拡散符号を使用するか、また
は送信情報に誤り訂正符号化を適用した後、パンクチャ速度を増大させることにより、圧
縮フレームにおいて高めることができる。
【００１２】
さらに柔軟性を増すために、パラメータを変えることが可能であり、特に伝送ギャップの
持続時間および／または頻度を（ネットワーク構成、移動局の移動速度、無線伝播状態、
等々のような種々の因子の関数として）変えることができる。その後、これらのパラメー
タはネットワークによって移動局へ、都合良く、信号伝送される。
【００１３】
こうして、ＵＭＴＳにおいて、第三世代共同プロジェクト（３ＧＰＰ）により発表された
文献３Ｇ　ＴＳ２５．２１２で以下の圧縮モードパラメータが規定された。
【００１４】
伝送ギャップ周期（ＴＧＰ）、すなわち最大２つの伝送ギャップを有する１セットの連続
フレームの繰り返し周期。
【００１５】
伝送ギャップ距離（ＴＧＤ）またはＴＧＰ内の２つの連続した伝送ギャップの間の伝送持
続時間。
【００１６】
伝送ギャップ持続時間における伝送ギャップの長さ（ＴＧＬ）で、ＴＧＰ内の第１の伝送
ギャップ持続時間としてのＴＧＬ１、およびＴＧＰ内の第２の伝送ギャップの伝送ギャッ
プ持続時間としてのＴＧＬ２、全ＴＧＰのトータルの持続時間に対応するパターン持続時
間（ＰＤ）を含んでいる。
【００１７】
３ＧＰＰにより発表された文献３Ｇ　ＴＳ２５．３３１　Ｖ３．２．０はまた、これらの
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圧縮モードパラメータがＵＥに送信される信号送信メッセージも規定している。概して、
これらのメッセージはＵＴＲＡＮが無線リソース制御（ＲＲＣ）を実行している間におい
てＵＴＲＡＮによってＵＥへと送信されるメッセージである。
【００１８】
ＵＭＴＳのようなシステムにおいて、複数のサービスが同時に一つの接続において提供可
能である、すなわち複数のトランスポートチャンネルがこの接続に割り当てられた１つま
たは複数の専用物理チャンネル上（または拡散符号）で多重化可能であることが思い起こ
される。無線リソースまたは物理チャンネルは、要求されたサービス、および無線状態お
よび／または存在するトラフィックのようなさまざまな因子の関数として、柔軟性のある
方式で種々のサービスにも割り当てられる。
【００１９】
このように、文献３Ｇ　ＴＳ２５．３３１　Ｖ３．２．０によると、圧縮モードパラメー
タは以下の目的のためにＵＴＲＡＮによってさまざまな信号送信メッセージとしてＵＥに
送信される。
【００２０】
前記文献によるとＲＲＣ接続のセットアップまたはＲＲＣ接続の再構築として参照される
メッセージに当てはまるときに、接続要求を確認する。
【００２１】
前記文献で、「無線ベアラのセットアップ」、「無線ベアラの再構築」、「無線ベアラの
解放」と呼ばれているメッセージに当てはまるときに、物理チャンネル上のトランスポー
トチャンネルの多重化方式のセットアップ、再構築、または解放を（適切に）行う。
【００２２】
前記文献によると「トランスポートチャンネル再構築」および「物理チャンネル再構築」
であるメッセージに当てはまるときに、トランスポートチャンネルおよび／または物理チ
ャンネルを再構築する。
【００２３】
項目１０．３．６．１７および１０．３．６．２２に関して、上のケースによれば、文献
３Ｇ　ＴＳ２５．３３１　Ｖ．３．２．０の１０．２．４２、１０．２．３５、１０．２
．２９、１０．２．２３、１０．２．２６、１０．２．５１、または１０．２．１８を組
み合わせて参照が可能である。
【００２４】
出願人は、このようなメッセージが圧縮モードパラメータの信号送信に使用される方法に
改善の余地があることを見出した。
【００２５】
【発明が解決しようとする課題】
このようなメッセージの主要な機能は無線リソースを制御することであり、それらは本質
的に、ＵＥへの無線リソースの割り当てにおいて生じる変化の間にＵＴＲＡＮからＵＥに
対して送信される。残念なことに、送信タイミングは必ずしもＵＥが圧縮モードパラメー
タを受信する必要がある瞬間と一致するものではない。
【００２６】
例えば、ソフトハンドオーバ技術を使用して移動局が接続されるセルのセットに新しいセ
ルが追加されるとき、この移動局が無線測定をする必要のある隣接セルのリストは変化可
能であり、（前述の例に特に対応した）いくつかのケースでは、移動局が現在呼に使用中
の周波数とは違った周波数で無線測定をすることが必要となる可能性がある。そうすると
、前記移動局に割り当てられた無線リソースの変化に関係なく、圧縮モードパラメータを
移動局に信号送信することが必要となり得る。
【００２７】
同様に、ネットワークは圧縮モードパラメータを、例えば前述の因子の１つまたはその他
の関数として変更することが必要であることを、ＵＥに割り当てられた無線リソースの変
化に関係なく、検出することができる。

10

20

30

40

50

(4) JP 4011862 B2 2007.11.21



【００２８】
当然、これらの欠点は、圧縮モードパラメータがＵＥに対して送信されるべきときにいつ
でも、たとえＵＥに割り当てられる無線リソースの変更と同時でなくても、これらの無線
リソース制御メッセージを再送信することで、回避することができる。しかしながら、無
線リソース割り当て情報がこれらの各メッセージに存在することが要求されるため、無益
に、このような情報を再送信することが必要となり、したがって無線リソースの効果的な
利用に対応しなくなるか、またはネットワークのトラフィック量が無益に増加し、全体レ
ベルで、干渉が増す。
【００２９】
反対に、前もってＵＥに圧縮モードパラメータをこのような無線リソース制御メッセージ
として送信することにより、その瞬間に、ＵＥは無線リソース制御情報を要求しているに
過ぎないとしても、これらの欠点は回避することができるが、しかしながら、とりわけ圧
縮モードパラメータはＵＥへの送信が必要となる瞬間まで変化する可能性があるため、こ
れもまた最適ではない。
【００３０】
加えて、モバイルアシスト型ハンドオーバを使用するシステムでは、概してネットワーク
もまた制御パラメータを隣接セルの無線測定に関わっている移動局に送る。
【００３１】
ＵＭＴＳのようなシステムでは、例えば、文献３Ｇ　ＴＳ２５．３３１　Ｖ３．２．０が
このように無線測定制御パラメータをＵＴＲＡＮからＵＥに送信するための「測定制御」
と称する特別の信号送信メッセージを提供している。中でも、この測定制御メッセージは
、とりわけ以下に示す実行すべき測定のタイプを指定するものである。
【００３２】
周波数内、すなわち、現在の呼に使用しているものと同じ周波数における測定。
【００３３】
周波数間、すなわち、現在の呼に使用しているものとは異なる周波数における測定。
【００３４】
システム間、すなわち、現在の呼に使用しているものとは異なるシステム（例えば、前述
の例にあるＧＳＭ）における測定。
【００３５】
加えて、圧縮モードパラメータは測定のタイプによって異なる可能性があり、逆に、ある
タイプの測定については、複数の圧縮モードパラメータを有することもあり得る。
【００３６】
こうして、現在のところ、文献３Ｇ　ＴＳ２５．３３１　Ｖ３．２．０においては、圧縮
モードパラメータに関して、意図した測定のタイプに対する参照が必要となり、さらに複
雑さが増す。
【００３７】
本発明の特別の目的は前述したさまざまな欠点を回避することにある。
【００３８】
【課題を解決するための手段】
１つの態様では、本発明は、移動無線通信ネットワークから移動局へと圧縮モードパラメ
ータを信号送信する方法を提供し、前記圧縮モードパラメータは前記ネットワークから前
記移動局へと、前記移動局により実行される無線測定のための制御パラメータと共にに信
号送信される。
【００３９】
こうして、これらのパラメータの信号送信が最適化され、システムの全体的な性能が向上
する。
【００４０】
都合のよいことに、前記圧縮モードパラメータは、実行すべき無線測定のタイプ、特に周
波数内、周波数間、またはシステム間タイプの測定を含んでいる無線測定制御パラメータ
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と共に信号送信される。
【００４１】
こうして、前述の概略説明にある従来技術よりもさらに単純でかつさらに直接的な方式で
、圧縮モードパラメータと測定タイプとの間のリンクが達成可能となる。
【００４２】
また別の態様では、本発明は、圧縮モードパラメータを、移動局が実行する無線測定のた
めの制御パラメータを含んだ信号送信メッセージの形で移動局に送信するための手段を含
んでいる移動無線通信ネットワーク装置を提供する。
【００４３】
都合のよいことに、前記信号送信メッセージは移動局によって実行される無線測定のタイ
プ、特に周波数内、周波数間、またはシステム間タイプの測定を含んでいる。
【００４４】
都合のよいことに、ＵＭＴＳのようなシステムにおいては、前記信号送信メッセージはシ
ステム内で無線測定制御パラメータを伝送するために提供された「測定制御」メッセージ
である。
【００４５】
また別の態様では、本発明は、移動無線通信ネットワークによって移動局に送信された信
号送信メッセージの中に圧縮モードパラメータを受信するための手段を含んでおり、この
メッセージには移動局によって実行される無線測定のための制御パラメータが含まれてい
る移動局を提供する。
【００４６】
都合のよいことに、前記信号送信メッセージは移動局によって実行される無線測定のタイ
プ、特に周波数内、周波数間、またはシステム間タイプの測定を含んでいる。
【００４７】
都合のよいことに、ＵＭＴＳのようなシステムにおいては、前記信号送信メッセージはシ
ステム内で無線測定制御パラメータを伝送するために提供された「測定制御」メッセージ
である。
【００４８】
本発明の他の目的および特徴は添付図面を参照しながら提示する以下の実施形態の説明を
読めば明らかになるであろう。
【００４９】
【発明の実施の形態】
図３に示したように、ＵＭＴＳのようなシステムにおいて特に、本発明はネットワーク（
ＵＴＲＡＮ）によって移動局（ＵＥ）へと、移動局により実行される測定に関わる無線測
定制御パラメータと共に、信号送信される圧縮モードパラメータを提供する。図３では、
圧縮モードパラメータにはＭＣの参照記号が付され、無線測定制御パラメータにはＣＭＲ
の参照記号が付され、対応する信号送信メッセージにはＭの参照記号が付されている。
【００５０】
こうして、本発明では、移動局またはユーザ装置ＵＥが、移動無線通信ネットワークによ
って送信された、前記移動局により実行される無線測定のための制御パラメータを含んで
いる信号送信メッセージの中に圧縮モードパラメータを受信するための手段を含んでいる
。
【００５１】
同様に、本発明では、ＲＮＣおよび／またはＢノードのような移動無線通信ネットワーク
の構成要素が、前記移動局により実行される無線測定のための制御パラメータを含んでい
る信号送信メッセージの形で圧縮モードパラメータを移動局に送信するための手段を含ん
でいる。
【００５２】
このような手段を特別に実装することは当該技術に従事する者にとって特に困難なことで
はなく、このような手段を機能説明以上に詳細に説明する必要はない。
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【００５３】
都合のよいことに、ＵＭＴＳでは、メッセージＭは無線測定制御パラメータを送信するた
めに、前記システムで提供されるような、特にＵＥにより実行される、とりわけ周波数内
、周波数間、またはシステム間測定に関する「測定制御」メッセージである。
【図面の簡単な説明】
【図１】移動無線通信システムの一般的アーキテクチャ概略を表した図である。
【図２】圧縮モードを使用した送信の原理を描いた図である。
【図３】本発明の方法を描いた図である。
【符号の説明】
ＵＴＲＡＮ　ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク
ＲＮＣ　無線ネットワーク制御装置
Ｂ　ＮＯＤＥ　Ｂノード
ＵＥ　ユーザ装置（移動局）
Ｔ１　圧縮フレーム
Ｔ２　非圧縮フレーム
Ｍ　メッセージ
ＭＣ　圧縮モードパラメータ
ＣＭＲ　無線測定制御パラメータ
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